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ついて紹介した。現代において、強
い企業はなかなか取れないデータを
取って、それを活用している。たと
えばタイヤメーカーのピレリは、タ
イヤから得られるデータを高頻度で
取得しており、かつては取りようの
なかった、そして処理できなかった
データを大量に得て処理することで、
道路工事などに応用することができ
るのだという。ここで出てきたprev

entive mentenanceという考えは、
ケガ人を減らすための予防にも応用
できる。このほか、「お金がないか
らできない、は本当か？」と、ビジ
ネスを柔軟に考えて仕組みをつくり
出す具体的な方法を紹介していった。
そして「スポーツアナリティクスを
通じて、日本を変えていきましょう」
と締めくくった。
　河合季信氏（日本スポーツ振興セ
ンター）は、「アナリティクスを用
いたチームジャパン強化戦略」と題
して、マルチサポート事業として各
競技に関わっている業務の内容（パ
フォーマンス分析やメディカル、マ
ネジメント、心理、栄養など）を紹
介した。河合氏はスピードスケート
競技のコーチとして、またマルチサ
ポート事業のディレクターとしての
顔を持つ。アナリストに期待するこ
ととして、コーチの立場からは「仮
設や推論の確認、自分では気づかな
かった新しい発見、リザルトだけで
はなくソリューションも出してほし
い」とし、違った視点からデータを
見せてもらうことを挙げた。またデ
ィレクターとしては、「プロフェッ
ショナルとしてのスキル、付加価値
を出すためのチャレンジを期待した

●スポーツ分析

スポーツアナリティクス
ジャパン 2014
　去る2014年12月21日、SAPジャ
パン株式会社イノベーションカフェ
（東京都千代田区）にて、スポーツ
アナリティクスジャパン2014が開
催された。これは、データや情報の
収集や分析を担うスポーツアナリス
トによる集まりで、米国では同様の
催しがマサチューセッツ工科大学に
おいて2007年に始まっており、日
本では始めてのカンファレンスとな
った。
　最初に、日本スポーツアナリスト
協会代表理事で、バレーボール界で
アナリストとして活動する渡辺啓太
氏が講演した。「スポーツアナリテ
ィクスの未来を拓く」と題して、こ
れまでの自身の経緯と、機材の進化
を含めた技術的な発展について10

年前と比較しながら紹介した。人や
物については大きく変化したが、情
報を集めて、分析し、提供するとい
うプロセスは10年間変わらないと
し、アナリストの価値についても、
「いてくれたらいいな」というもの
から「なくてはならない」存在にな
ったという。今後は次世代の育成と
して職能の研鑽や職域開発、体系化
を図り、職業にしていく必要性を語
った。
　次に馬場渉氏（SPAジャパン）が、
「スポーツアナリティクスの可能性」
と題して講演。ビジネスの世界で、
データをどのように経営に活用して
いるかを例にしながら、スポーツに
おけるアナリストの仕事の可能性に

い」と話した。
　卓球に関わる池袋晴彦氏（日本ス
ポーツ振興センター）は、映像の撮
影や分析、提供などサポートの様子
を紹介し、「サーブからの 3球目に
特徴が現れる」といったことや、そ
の際の得点率とゲーム勝敗の関係に
ついても紹介した。「打法やコース
を項目として分析していくことで、
有用なデータを提供したい」とまと
めた。
　千葉洋平氏（同上）は、フェンシ
ングにおいて分析に関わっている。
情報の活用で優位をつくる、と位置
づけ、情報は収集、分析、提供とい
う過程を経る中で量は少なく、質は
高めていくと紹介。フェンシングの
競技について、「優先権」などのル
ールと特性を紹介し、一瞬の応酬が
勝負を決めること、さらにこの一瞬
に選手ごとの癖が現れるとした。実
際の分析においては誰が、いつ、ど
こで何をして、どうなったかについ
て映像にタグをつけていき、分解し
て「見える化」する。これにより不
確実なものを確実にするという。こ
うして得られた情報をもとにフィー
ドバックする。このような経緯を経
て、中国の金メダル選手との対戦で
勝利を得たケースを紹介した。
　小用圭一氏（Yahoo Japan、スポ
ーツナビ）は、「スポーツアナリテ
ィクスとメディア」と題して講演。
スポーツに関するコンテンツを提供
する部門でプロデューサーを務める
小用氏は、データ関連の閲覧者が非
常に少ないこと、つまりマスマーケ
ティングには向かず、別の形で提供
する必要があることを紹介した。パ

ON THE SPOT

現場から



Training  Journal  April  2015   7

現場から

●リカバリー

入浴の効果
　 2月 8日、Obra（東京都渋谷区）
にて「入浴生理と運動生理Ⅱ」と題
したセミナーが開催された。このセ
ミナーは温泉入浴指導員であり睡眠
改善インストラクターでもある石川
泰弘氏（株式会社バスクリン）が講
師を務める入浴を中心とした生理学
セミナーの第 2弾である。
　はじめに、トレーニング効果を高
めるリカバリーのためにはエネルギ
ー物質の補給・運搬と休息としての
良質の睡眠が重要であることから、
その補助的役割として入浴による血
流改善や体温上昇が効果的だと考え
られることがさまざまなデータから
示された。また浴槽に何も加えない

ーソナルメディアの時代であること、
スタッツからプロセスへという流れ
が一般化するとし、今後はインター
ネット放送をテレビで見ることが一
般化するという意味で「黒船」の到
来を予測している。その際のキラー
コンテンツはスポーツであり、その
流れの中心にスポーツアナリティク
スがあるのではないか、そして「ス
ポーツはもっと豊かになる」とまと
めた。
　教育分野については、金沢慧氏（デ
ータスタジアム）と長野智久氏（慶
應義塾大学）が講演。まず金沢氏は、
チーム内部向けに職域の確立、外部
向けには職域の拡大を、ということ
を課題と捉え、高校でスポーツアナ
リティクスについての講義を行った
り、大学で教えたりといった活動を

行っている。スポーツアナリティク
スのリテラシーを高め、その教育の
可能性について、必要性と需要は確
実にあると述べた。続いて長野氏は、
慶応義塾大学湘南藤沢キャンパスに
おいてデータサイエンス科目が必修
化されていること、その授業の様子
について紹介した。2015年度には
「スポーツ・データ・アナリティクス」
が開講予定であり、手を動かして情
報を集めてみる体験など、分析や活
用に関する教育が行われるという。
　スポーツに限らず、ビジネスやメ
ディア、教育といった他分野にわた
って、スポーツアナリティクスの可
能性を広げるセミナーとなった。終
了後にはキックオフパーティーが行
われ、講演者や参加者の間で活発な
交流が生まれていた。 （浅野将志）

渡辺氏の講演「スポーツアナリティクスの未来を拓く」

メディアという立場から語る小用氏

馬場氏による講演

大学教育に携わる長野氏



8   Training  Journal  April  2015

現場からON THE SPOTON THE SPOT

　色や香りを含めた入浴剤の選択は、
入浴によるリラックスを促進する。
とくに全身浴は半身浴と比較して自
律神経系への影響が大きくリラック
スするのに有効だ。これも大切な入
浴の効果だという。また強化指定レ
ベルの選手を対象とした調査で、入
浴の目的は疲労回復のほかリラック
ス目的でもあることがわかっている。
入浴剤を用いてコンディション調整
を図ったオリンピック選手の実例も
報告された。リラックスのためには、
ぬるめのお湯にゆっくり浸かるのが
よい。目安は40℃で20分。これを
入眠 1時間から 1時間半ほど前に行
う。これにより、体温を一過性に上
昇させた後スムーズに下降させ、睡
眠の質を高めることができる。夏場
は浴室が暑く感じられるため、換気
扇を使って浴室環境を整備すると心

地よい入浴につながる。
　このようにお風呂は血行をよくし
て栄養を身体に運び、睡眠の質を高
め、ストレスマネジメントにつなが
る効果が考えられる。さらに今後は
日焼け対策として保湿効果の検証も
深めたいという。入浴の注意として
は、入浴に伴い500ml近く発汗する
こともあるため、水分補給を忘れず
に行うこと。また時々は公衆浴場な
どの大きな浴槽に浸かることもリラ
ックスのためには有効だという。
 （紀平晃功）

on the spot欄では、学会やセミナー
などへ参加していただいた様子を執筆
していただいたり、最近の話題をニュ
ース記事としてお届けしています。下
記のメールアドレスへ情報提供をお願
いします。
bhhd@mxd.mesh.ne.jp

「さら湯」より、炭酸ガスを含む入
浴剤を加えたときにその効果は大き
いという。入浴剤の利用は、ただ身
体を温めるだけでなく、国内で入浴
剤を使用している選手は海外遠征時
にも入浴を継続するという調査結果
や、約 2週間の継続利用で内分泌機
能の向上が認められたという研究結
果からも使用が勧められる。ただし
入浴剤の選択には注意が必要だ。入
浴剤は医薬部外品、浴用化粧品、雑
貨品にわけられるが、医薬部外品の
みが厚生労働省の定める基準を満た
した上で薬効審査の必要があり、薬
事法上で安全性と効果が保証されて
いるものである。医薬部外品の入浴
剤にも多くの種類があるので、最初
に書かれている効能を参考にしなが
ら、色や香りも含めて好みのものを
選択するとよい。




